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図１ 検体の年齢別性別構成（ ２ ０ ２ ３年）

大分県における細菌性下痢症サーベイランスの動向（ ２０２３年）

はじめに

前回までの報告９ ）に引き続き、 大分県の主に小児

における細菌性散発下痢症の２０２３年の発生動向を報

告する。

材料および方法

２０２３年１月から 同年１２月末までに、 県内の医療機

関（ 小児科及び内科） において細菌性下痢症が疑わ

れた患者便および分離菌株について細菌学的検索を

実施した。 検査方法の詳細は前報告１，２ ）のと おり であ

る。 腸管出血性大腸菌（ EHEC） 、 毒素原性大腸菌

（ ETEC)、 腸管組織侵入性大腸菌（ EIEC） 、 腸管

病原大腸菌（ EPEC） 及び腸管凝集付着性大腸菌

（ EAggEC）はPCR法３‐７ ）を用いて検索した。ただし、

EPECと EAggECについては病原因子が不明（ 研究

途上） であり 、 散発下痢症では確定診断が困難であ

るため、 他の下痢原性大腸菌のカテゴリ ーの病原因

子を保有せず、 eae遺伝子を保有するも のを「 EPEC

疑い」 、 aggR遺伝子を保有するも のを「 EAggEC疑

い」 、 ST遺伝子を保有するも のを「 ETEC疑い」 と

して計上している。 なお、 本報告の文中では簡略の

ため以下「 疑い」 の表記を省略する。 Escherichia al-

bertiiは、 既報８ ）のPCR法を用いて確認した。

１検体から同一の菌種または血清型が分離さ れた

場合は「 １株」 と して集計し、１検体から複数の菌種

または血清型が分離された場合は、 それぞれの菌種

または血清型ごと に「 １株」 と し て集計し た。 また

「 検出率」 と は検査検体数における 菌検出検体数

（ ≒検出菌株数） の割合（ ％） で示した。

結果および考察

１ 検査した検体の構成

検体数は延べ１０８検体で、 前年と 比べると 約１．６倍

増加したが、 新型コロナウイルス感染症が流行する

以前過去３年の平均は１５６検体であり 、 流行前の検体

数までは増えていない。 検体由来は、 男性５４検体、

女性５４検体、 不明０検体（ 男女比１： １） で、 年齢構

成は図１のと おり であった。

２ 下痢症起因菌の検出状況

１０８検体のう ち５９検体（ ５４．６％） から６０株の下痢

症起因菌を検出した。 検出菌の内訳は、 サルモネラ

属菌が最も多く ４３株（ 全菌株数の７１．７％） 、 次いで

EPECと EHECが各６株（ 同１０．０％） 、 EAggECが３株

（ 同５．０％）、 ETECが２株（ 同３．３％） であった（ 図２

参照）。２０２３年は、 複数菌同時検出例が１検体あり 、

その組合せは、 ETECと EAggECであった。

＊大分県南部保健所 ＊＊大分県豊肥保健所
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図２ 検出菌の内訳（ ２ ０ ２ ３年）

表１ 検出さ れたサルモネラ の血清型（ ２ ０ ２ ３年）

２．１ サルモネラ属菌

サルモネラ 属菌は検査検体１０８検体中４３検体

（ ３９．８％） から１８種類の血清型が計４３株検出さ れ

た。１８血清型の内訳は表１に示すと おり である。

本県の調査で過去２０年間（ ２００３年～２０２２年） に検

出されたサルモネラ属菌８５７株中、検出株数の多かっ

た上位５血清型は、 上から 順にEnteritidis、 Braen-

derup、 Typhimurium 、 Saintpaul、 Schw arzengrund

である ９ ）が、 最近はEnteritidisと Typhimuriumの検出

数は激減し ており 、２０２３年は各１株ずつ検出し た。

その一方で、 Thompsonと Schw arzengrundは増加傾

向にある ９ ）。

Oranienburgは、 イ カ珍味を原因と する 全国的な

食中毒事件が発生し た１９９９年に初めて２８株検出さ

れ、 それ以降は、 低頻度に１～２株検出さ れる だけ

（ ２０００年１株、２０１１年１株、２０１４年１株、２０１８年２株、

２０１９年１株） であったが、２０２２年に４株、２０２３年は６

株も 検出さ れ、 Thompsonと 並び、 同年で最も 多い

血清型と なった。 これらは通常と は異なる何らかの

原因があった可能性も考えられ、 今後の動向を注視

したい。

２０２３年に検出された１８血清型のう ちGiveは、１９８５

年の調査開始以来２回目の検出（ １回目は２０２２年に１

株） である。

２．２ 下痢原性大腸菌

下痢原生大腸菌のう ち、 EHECが６株（ O１４６（ VT

２ ） １株、 O１５７ （ VT２ ） ２株、 O１１１ （ VT１ ） １株、 O

１５７（ VT１，２） ２株） 、 EPECが６株（ O１１５、 O５５、 O

２５、 O１１９お よ びO２６ ２株） 、 EAggECが３株（ O６、

O１２６、 OUT） 、 ETECが２株（ O１５９） 検出さ れた。

わが国においてEHEC O１４６は、 国立感染症研究所

のホームページの病原微生物検出情報（ https : //

www.niid.go.jp/niid/ja/iasr.htm l） から 全国の地方衛

生研究所の報告集計（ ２０２３年） をみても 全EHEC分

離株の０．６％と 分離頻度の低い血清型であるが、 大

分県においては２０１７年１月に初めて１株検出されて以

来、２０２２年に１株、２０２３年に１株検出されている。 な

お、 いずれの菌株も腸管細胞付着関連因子のインチ

ミ ンの遺伝子（ eae） を保有していなかった。 また、

ETEC O１５９及びEAggEC OUTを同時検出した検体

は、 海外渡航歴のある患者由来のものであった。
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３ 年齢層別の菌検出状況

年齢別の菌の検出状況を表２に示す。

サルモネラ 属菌は幅広い年齢層で検出さ れてい

る。 ほかの下痢症起因菌は検出数が少ないので明確

な傾向はつかめないが、１０歳未満、 または２０歳以上

で検出している。 EPECは１歳～３歳の年代層から よ

く 検出された。

４ 季節別の検出状況

月別の菌検出状況を表３に示す。８月から１０月に検

出数が多い傾向があった。 サルモネラ属菌は８月と９

月が特に多かったが、 冬でも検出された。２０２２年は

新型コロナウイルス感染症流行第７波のピーク が８月

にあり 、 その社会的影響が関係したのか、 検体数・

検出数のピーク が１０月に認められたが、２０２３年は、

例年どおり 検体数・ 検出数のピークは夏と なった。
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